
ひととおり構造を覚えればだれでも組めるの

が、シンプルなW系 エンジンの魅力だ。しか

し、組みそこねてもエンジンがかかり、完調

になったと錯覚させられるといった難 しい一

面もあわせもっている。昔はそこに職人の技

術が生かされ、マニュアルどおりの現在とは

=エ ンジン編=

比べものにならない想像力と技巧で修理が行

われていた。今、独自のノウハウが生かせ、

しかも実用になる国産大型車は数少ない。間

日の広さと奥深さ、それがWの 面白さではな

いだろうか。今回はエンジン組み立ての後半

をお伝えしよう

宮田俊之▼

Wを いじる腕前は、アマチユアτ■ら

負け。勤めが休みの日はカレーシニ=

各地のマニアから送られてくる
0ヽ.こ
憾

け暮れる。8年間放置されていた≡主

lSは、完成すれば彼の足になる
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'ラ
ケツトは斜め上に

もち上げ気味にし
て固定する。さもな

いとタイナモが入

:3腎211『雹ξ81こ得霧F多
D防止に効果的

lF負ち琶多ζ7こ多色二,[霧:L『ち↑
ナモ軸のナツトには、

ロツクワツシヤをお忘

れなく

oダ イナモを押し込
むときは、左エンジン

フ

ラケツトの切り欠き
を配線の取り出し部に合

ゎせ、損傷を防ぐ。奥
まで入つたらダイナ

モ

のボデイを回し、上向
きに配線が出るよう

に

する。この位置が最
も水の影響を受けに

くい

O組 み上がつたYカ
バ~内 。さてここで注

意

点をひとつ……oYカ
バーとクランクケ

~ス

の合わせ面には、上と
下に1本ずつ、計2本

のノツクピンが入る。
上側にムク0、 下側に

パィプ0と いうのが正解
だが、同径なので入

れ間違えることがま
まある。下側はオイル

通

路になつているため、
焼き付きにつながる

の

だ
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全1発班在ふζ
ゃ、サンドペ

~パ ~で 削り取る方法もある
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1.良 好    2.広 すぎ

3.狭 すぎ   4.偏 摩耗

OWの 場合〇≧2mmならシートカットが必要。

O面 は、バルブフェイスの中央辺りにあれば

OK。 余談になるがレースなどではパルブシ
ートを削り直し、バルプの端のほうに当たり

面がくるようにしてポートを拡大することが

ある。◎が大きくなり、ビッグバルブと同じ

ような効果が得られるからだ

0バ ルブシートの当たり幅が狭すぎる③、広

すぎるO、 あるいは全周均―に当たつていな

い④場合は①の状態になるまでバルブシート

カットしなければならない。バルブシートカ

ッターをもつていない場合はボーリング屋で

切削してもらう。だが、シートカットを繰り

返したシリンダーヘツドはパルブが沈み込み、

見かけ上のパルブリフトが減って性能も落ち

る。こうなればバルブシートを打ちかえする

しかない。鋳込まれたバルブシートをフライ

スで削り取り、新たに作つたシートリングを

圧入するのだ。一方、バルブフェイスが摩耗

してへこんでいるようならバルブ交換、ある

いはパルブフェイス研磨をする。これらの作

業を終えてから、擦り合わせをすれば完了だ。

この辺りの判断は、現物をボーリング屋にも

ち込み、相談してみるといい

0再 生中のWは 、バルブシートに問題がなく、

擦り合わせで済ませた。バルブコンパウンド

をバルブフェイスに少しつけ、バルブラツパー

で当たりをつける。エアーラッパーがなけれ

ばタコ棒で。全周にわたつて均―に当たりが

つけばOK

0バ ルブスプリングの組み付け。憂こ

プリングを圧縮し、コッターを送じll

まく入つたら、バルブスプリンク=L

サーを外し、ハンマーでステムエン｀

たたいておく。きちんと組み付けらア́_

ければ、この一撃でコッターが外れこ

0ブ ッシュロツドを差し込む。短いイL

卜用を外側に、長いエキゾースト用を

タペットに入れる。上下の区別はない

lthttIIIl

13 
〈ξ拶
洋~-21

0組 み上がつたヘッドをエンジンに取り付け

る。シリンダーヘツドボルトのうち、中央の

l本●にはネジロツクを塗っておく0

0新 しいバルブステムシール④を付ける。こ

のWは 無鉛対策済みのWISA後 期～W3用

シリンダーヘツド(バルブステム径7 mm)に載

せかえてあるため、ステムシールもそれ用を

使うのが普通だが、このWに はオイルのかき

落とし効果が高いZ2の ものを用いた。一方、

WlSの オリジナルシリンダーヘツド(バルブ

ステム径 8 mm)の場合だと、ステムシール(生

産中止)がなく、仮に手に入つたところであつ

てもなくてもさほどかわらないのでは、と思

われるほど性能が低い。こういつたときによ

く使う手が、WISA後 期～W3用 のバルブ

ガイド(中古品で十分)を、バルブステム径に

合わせて内径加工(ボーリング屋で可)して打

ちかえる方法。そうすれば「日産サニー用 !」

のバルブステムシールが使える。シングルキ

ヤブのWl用 ヘツドでもインレットバルブが

小さい(Wi=36mm、 WIS以 降=38.5mm)だ

けで、バルブステムを加工する方法が使える。

ところで、無鉛対策車ではないからといつて、

ヘッドを載せかえたリバルブシートを打ちか

える必要はない。対策車はバルブシートが硬

いだけだから、どうしても使えなくなつてか

ら決めればいいのだ。参考までに無鉛対策前

のヘツドはフインが10枚、無鉛対策済みは9

枚だから簡単に見分けられる
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2F准倶孫玉墓穐じ毛7を二暑異後
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ロッカーアームカバーをシリンダ
ーヘツドに載せる。このとき、プツ

シユロツドがロツ

|―アームの受けにちやんと入つている
かどうかが問題になる。カワサキ

ではロツドをそ

)える特殊工具を市販していたが、
これを使つてもうまく入らない

ことが珍しくない。こ

′なときにとつておきの特殊工具?が
ある。日本の高度成長を支えてき

た縁の下の力持ち、

卜の名を「輪ゴム l」というo使 い方
は、まず輪ゴムをロツカ

ーアームに引つかけ、シリン

′―ヘッドにロツカーアームカバ
ーを載せる

・
   LEI  :   :  『

oタ コメーターケ
~ブルガイドは、古くなつ

たォイルシールをこじり出し

oォイルを塗つた新しいオイル
シール●をケ

ーブルガイド0に適当な丸棒で押し込
む。写

真で使つているのは、折れたタ
コメーターケ

ーブルガイドoバイスがなければ八
ンマーで

たたき込めばいいoクランクケ
ースとガイド

の間に入る0リング0も新品に

=エンジン編      その0

◎。

oタ コメーターギアの下側
に入るワツシヤは

グリスを塗つて落ちないよう
にすると組みや

すい。上側にも同じワツシヤ
が入るから注意。

タコメーターケ
~フ ルガイドの締め付けはほ

どほどに。いい気になつて締
めると根本から

ばっきり折れる

贔
輪ゴムが 2本 あれば事足

りる

0ロ ッカーアームカバー取り付けボ
ルトのう

ち、中央の4本は締めない。エンシ
ンフラケ

ノトが共締めになる部分だ。タ
ペツトクリア

ランスは「がたがた」ぐらいがいいo非 常
にあ

″まいな表現だが、バルプを組み直した
ヘツ

ヽまそれくらいでないとすぐにクリアラ
ンス

■なくなつてしまうのだ。ちよつと走
つて落

百着ぃてから正規に取り直せばいい

0タペツトカバ
~の ナツトは、もう手に入ら

な´ヽ。ここで使つているのはヤマ八
の純正部

長 部品番号90170-06254)である

oプ ライマリーチエ
ーンのシヨツクタンパー

はインパクトレンチで締め付け
たが、ハンド

ッールならエンジンを車体に積
んでからリ

ャブレーキをかけて締めれば
いいoオ イルバ

ィプを取り付けてエンジンは完
成。もつとY

ヵバーを光らせたいなら、あらか
じめバフが

けし、錆が気になる部品はメ
ツキや塗装をし

てぉけばいい。その辺りはお好み
次第といつ

たところ。ただ、Wの 新車はメ
ツキや塗装も

「ほどほど」だつたから、やりすぎ
るとまつた

く違つたイメージになつてしまう。
いわゆる

ォーバーレストレーシヨンであ
る

『 次号では、エンジン補機類
のリビルドを紹介したい

お願い●現在本誌では
メッキ、ボーリング、サンド

ブラス卜、塗装など、

りがありまし

レス トアに役立つ業者の リス 卜を制
作中です。 も

業者の屋号、電話番号、

弊誌編集部までお送 りく

ために、ぜひ、ご協力をお願
い致します

:りち可頂T嘉童蹴a三『lプ』議1臭碁繰」

推薦者の住所、氏名、電話
番号を明記の

ださぃ。 1台 でも
´
多 くの旧車を残 して

い

八重洲出版 別冊モータ
~

fax 03・3552・8464
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